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〇 趣 旨 〇 

延長 61ｋｍに及ぶ遠賀川は、古より豊かな文化を育んできました。遠賀川流域には、前漢

鏡を多数副葬した飯塚市の「立岩遺跡」、装飾古墳の白眉と称される桂川町の「王塚古墳」な

どの著名な遺跡をはじめ、古代の繁栄を偲ぶことができる遺跡が数多く残っています。本市に

も弥生時代の有力集団墓である「鎌田原遺跡」、遠賀川流域の王墓と呼ぶにふさわしい「沖出

古墳」が福岡県指定の史跡として保存されています。 

今回は、この「沖出古墳」を取り上げて、2012 年に本市で開催された掘ったバイ筑豊古代

史シンポジウム『ミヤケと渡来人』に続く、第二弾の古代史シンポジウムとして『徹底解剖！

沖出古墳とその被葬者像』を開催いたします。前回のシンポジウムと同様に「地域の視点で古

代史を見直す。」ことを大きなテーマとして、沖出古墳に埋葬された人物がはたしてどのよう

な人物だったのか、最新の調査研究にもとづきその人物像とその人物が生きた時代について

考察してみたいと思います。 

 

〇 講師の紹介 〇 

 

 

  

古谷 毅（ふるや たけし） 

1959 年生。國學院大學大学院 博士課程後期

(満期退学)、現在、京都国立博物館学芸部考古

室主任研究員。古墳時代の金属器・埴輪・文字

資料や考古学史などを中心に研究している。 

近年の著書等：『別冊太陽 古墳時代美術図鑑』

日本のこころ 246（2016 年）の監修など 

田中 裕介（たなか ゆうすけ） 

1959 年生。岡山大学大学院文学研究科修士課

程中退、現在、別府大学文学部史学・文化財学

科教授。大分県をフィールドに毎年、前方後円

墳を発掘調査して古墳時代を研究している。 

近年の著書等：「速津媛伝承と別府の古墳群」

『大分県地方史』231（2017 年）など。 

犬木 努（いぬき つとむ） 

1966 年生。東京大学大学院人文科学研究科博

士課程修了、現在、大阪大谷大学歴史文化学

科教授。毎年、宮崎県西都原古墳群の発掘調

査や大阪府一須賀古墳群の測量調査を行って

いる。近年の著書等：「埴輪のトポロジー」『論集 

他界観』（2016 年）など。 

清喜 裕二（せいき ゆうじ） 

1968 年生。早稲田大学大学院文学研究科修士

課程修了、現在、宮内庁書陵部首席研究官。 

古墳時代の人々の世界観について、考古資料

や『古事記』などの文献から読み解きたい。 

近年の著書等：「沖ノ島の滑石製品」『世界のな

かの沖ノ島』季刊考古学別冊 27（2018 年）など。 



〇 プログラム 〇 

 

9：30      開 場 

10：00～10：10 教育長挨拶 

10：10～10：40 発表１：沖出古墳の概要（嘉麻市教育委員会 上野智裕） 

10：40～11：20  発表２：埴輪からみた沖出古墳（大阪大谷大学 犬木努） 

11：20～12：00  発表３：石製品からみた沖出古墳（宮内庁書陵部 清喜裕二） 

 

〈 昼休み ／ 12：40～13：00 第１回ギャラリートーク 〉 

 

13：10～13：50 発表４：北部九州の首長墳と沖出古墳（別府大学 田中裕介） 

 

〈 休   憩 〉 

 

14：00～15：30 討 論（コーディネーター：京都国立博物館 古谷 毅） 

15：30～15：40 閉 会 

15：40～16：00 第２回ギャラリートーク 

 

※ギャラリートーク：本会場のロビーにて開催しております「掘ってみたバイ‼筑豊の古墳時代」パネ

ル展示コーナーにおいて、文化財担当者が各遺跡の解説を行ないます。 
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沖出古墳の概要 

 

 

１ 古墳の調査と古墳公園の整備 
沖出古墳は、昭和 2年に「筑前漆生の古墳群」として学術雑誌に紹介されるなど、その頃には地元で

も「瓢箪塚」や「瓢塚」と呼ばれその存在が知られていました。また、沖出古墳の周辺には銅鏡を出土

した石棺墓、短甲（鉄製のよろい）や金銅装の馬具を出土した円墳、形象埴輪などを出土した前方後円

墳など貴重な墳墓群が存在していました（図１）が、いずれも石炭産業による鉱害復旧工事のため土取

りの対象となり、沖出古墳を除いて適切な調査がなされないまま消滅してしまいました。 

こうしたことから、稲築町では、昭和 57年に『第二次稲築町総合計画』の中で沖出古墳の土地公有化

と整備の指針が示され、町教育委員会によって沖出古墳保存のための基礎資料作成と学術的価値の評価

を行うことを目的とした発掘調査が昭和 62・63 年度に実施されました（第１次調査）。本調査により古

墳の規模と時期的な位置付けなどが明らかとなり、その成果は調査報告書（『沖出古墳』稲築町文化財調

査報告書 第 2集）にまとめられています。 

その後、平成 4年の『第三次稲築町総合計画』基本計画（前期）及び平成 8年の基本計画（後期）に

おいて、沖出古墳の具体的な整備と活用の方針が示され、平成 9年に福岡県の指定史跡となり、保存整

備を目的とした発掘調査が平成 9・10年度に改めて実施されました（第２次調査）。 

平成 12年、これまでの調査成果を受けて、小田富士雄福岡大学教授（当時）を委員長とする「沖出古

墳及び周辺整備指導委員会」が設置され、平成 13年 1月に基本設計、同年 6月に実施設計が策定されま

した。その中で、墳丘については調査成果に基づき全面復元を行い、埋葬施設については立入公開がで

きるような保存整備とする方向性が示されました。また、周辺環境については、古代の雰囲気を損なわ

ない植生の再現を目指し、その中で郷土の歴史文化を学ぶための生涯学習の場としても活用できるよう

ガイダンス等の施設整備を図ることとなりました。こうした整備方針に基づき、町は平成 13年 8月に沖

出古墳公園の整備工事に着手し、平成 15年 2月に古墳公園が竣工しました（写真①・②）。 

現在は、地元小学校の遠足のほか近隣自治体と共同で実施している春と秋の「遠賀川流域古墳等同時

公開事業」などにおいて、嘉麻市内外から多くの人々が沖出古墳の見学に訪れています。 

 

２ 古墳の概要 

墳丘と埋葬施設：沖出古墳（嘉麻市）は古墳の大きさ 69.5ｍ前後、後円部の直径 42.4ｍの前方後円墳

と推定されています（図２）。後円部の直径については、同じ嘉穂盆地で沖出古墳より先に造られた大型

の円墳である忠隈 1号墳（飯塚市）とほぼ同じ規模で、沖出古墳の築造にあたって忠隈古墳の大きさが

意識されていた可能性もあります。沖出古墳は後円部を 3段、前方部を 2段の前方後円形に造成してい

ます（図５）が、平野に面した南側については、墳丘の下にさらに基壇を設け、古墳をひと際大きく見

せる工夫がなされています。沖出古墳の墳丘斜面は川原石を密に葺いて化粧されており、墳丘の頂上は、

数多くの円筒埴輪、朝顔形埴輪、壺形埴輪が垣根のように立て並べられ、後円部中央や前方部先端の要
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所には複数の家形埴輪が配置されていたようです。また、南側には北側に比べてやや大きめ埴輪を配列

し、南側くびれ部の基壇上にも円筒埴輪と朝顔形埴輪を複数立て並べるなど、古墳の南側を立派に見せ

る仕掛けがなされていました。一方、北側の前方部には、「辟邪」を表すと思われる線刻画や他界観念を

示す船の線刻画がある埴輪（図４）を配置するなど、南側とは異なる性格付けがなされていたようです。 

埋葬施設は、後円部に竪穴式石室が 1基だけ設けられていました。石室内の壁や床面にはベンガラ（赤

色顔料）が塗られており、内部には舟形石棺が安置されていました（図３ 写真③）。さらに、石棺の内

部には、ベンガラではなくて朱（赤色顔料）が塗られていたことが判明しており、遺体の頭部が後円部

のちょうど真ん中にあたるように意図的に石棺の配置が決められていたことも判明しました。 

副葬品：埋葬施設は、残念ながら何度も盗掘を受けていたようで、副葬品の大半は残っておらず、発

掘調査時には鉄刀 1本が石棺の外に置かれていただけでした。しかし、石室内に流れ込んだ土砂の中か

ら、玉、腕輪形石製品、鉄器の破片が出土しており、副葬品の一部をしのぶことができます。現在、判

明している副葬品は、下記のとおりです。 

装身具：管玉 6、ガラス玉 1 

腕輪形石製品：鍬形石 3、車輪石 2、石釧 2 

武 器：鉄刀 3以上、鉄剣 1、鉄鏃 2以上 

農工具：刀子 1、鉄斧 1、鉇１ 

管玉については、6 点のうち 5 点が大型品で共に石材は北陸産の緑色凝灰岩を用いています。いずれ

も光沢があり、比較的硬質の石材です。 

腕輪形石製品は、一般には腕輪としての実用性はなく、古墳の葬送儀礼などに用いられた宝器と考え

られています。沖出古墳では、鍬形石、車輪石、石釧の 3種類が発見されており、それぞれに複数個体

が存在しますが、同じ規格品とみられるものはありません（写真④）。また、それらの石材については北

陸産の軟質緑色凝灰岩を使用していますが、材質が異なるものも含まれています。腕輪形石製品にみら

れる規格や材質の違いは、工人集団の差や製作時期の違いを示していると考えられ、本古墳に副葬され

た腕輪形石製品には系統が異なる新古のものが混在しているようです。 

なお、調査事例が増加した今日においても、九州で鍬形石、車輪石、石釧の 3種類がそろって出土す

る古墳は、依然、沖出古墳のみであることは、特筆されるでしょう。 

 

３ 古墳の年代と被葬者像 

沖出古墳の副葬品については、盗掘を受けて全体像が分からないため、副葬品から古墳の年代を決め

るには厳しい面がありますが、管玉・腕輪形石製品の特徴は前期的、また刃の長さが 3ｃｍを超えるよ

うな鉇の副葬は中期的な様相を示しています。沖出古墳から出土した埴輪については、鋤崎古墳（福岡

県福岡市）や谷口古墳（佐賀県唐津市）などと共に北部九州の古墳に円筒埴輪が用いられ始めた頃の資

料と考えられています。ただ、沖出古墳の埴輪の中には、上方に向かってまっすぐ開くプロポーション

の円筒埴輪が含まれるなど、中期初頭に位置付けられている鋤崎古墳などの埴輪よりもやや新しい様相

が認められます。また、沖出古墳の墳丘上からは、葬送儀礼の祭祀に用いたと考えられる小型丸底土器、
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二重口縁壺、高杯などの素焼きの土器が出土していますが、これらの土器の形態などからみた特徴も中

期初頭の様相を示しており、埴輪から導かれる古墳の年代観と整合性は良いようです。沖出古墳は、北

陸産石材の管玉・腕輪形石製品の副葬や二重口縁壺の供献のように古い要素を残しているものの、総合

的に判断すれば、古墳時代中期初頭から前葉にかけて造られた古墳と評価されるのではないでしょうか。

実年代に置き換えると、沖出古墳に埋葬された人物は４世紀後半代を生き、４世紀末頃に古墳に葬られ

たのではないかと考えられます。 

沖出古墳は、本古墳が位置する遠賀川上流域のみならず、北部九州の東側地域における古墳時代中期

を画する古墳としても重要です。本古墳には祭器的な要素をもつ腕輪形石製品が副葬されていることか

ら、埋葬された人物には司祭者のようなイメージがうかがえますが、玄界灘に浮かぶ沖ノ島祭祀遺跡か

らも鍬形石、車輪石、石釧の腕輪形石製品が出土している点に注目してみたいと思います。 

遠賀川流域から現在、沖ノ島を抱える宗像地域にかけての東側地域は、弥生時代以来、墓制などの文

化的親近性が高く、「奴国」、「伊都国」などが位置していた玄界灘沿岸の西側地域とはやや異なる文化圏

を形成してきた地域で、この時期の北部九州における大型前方後円墳の分布をみると、西側地域では老

司古墳（福岡県福岡市）、鋤崎古墳（福岡県福岡市）などが築造されているのに対し、東側地域では遠賀

川下流域の古墳と並んで沖出古墳が主要な位置を占めていることが分かります。沖出古墳が造られた時

期は、まさに沖ノ島祭祀がヤマト王権の主宰によって本格化する時期にあたりますが、壱岐・対馬を経

由する大陸への航海ルートを利用する西側地域の首長層にとって、沖ノ島はさほど重視されることはな

かったものと思われます。むしろ、沖ノ島は、東側地域の首長層の海上交通にとって重要な意味を持つ

場所であり、沖出古墳に埋葬された人物についても、ヤマト王権が主宰する沖ノ島祭祀に参画していた

可能性は高いのではないでしょうか。内陸に位置する沖出古墳の埴輪に描かれた写実的な外洋船の絵（図

４）もまた、沖ノ島との関係を示唆するものと言えるのかも知れません。 

（文責：松浦宇哲） 
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図１ 沖出古墳と周辺の遺跡（弥生時代～古墳時代） 
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図２ 沖出古墳の墳丘と調査状況図 
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図３ 沖出古墳の埋葬施設（竪穴式石室と石棺） 

 

 

図４ 「船」を描いた埴輪 

 
図５ 沖出古墳の復元図 
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① 復元整備された沖出古墳１（平成 15年竣工時） 

 

 

② 復元整備された沖出古墳２（平成 15年竣工時） 
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③ 沖出古墳の竪穴式石室と石棺（第 1次調査時） 

 

 

④ 沖出古墳の腕輪形石製品 
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埴輪からみた沖出古墳 
犬 木  努（大阪大谷大学） 

 

１ はじめに 

 沖出古墳の築造は古墳時代前期末葉～中期初頭とされ、本古墳が所在する嘉麻川流域では、墳丘上に円

筒埴輪列を巡らせる古墳として初期の事例とされている。本古墳の埴輪には、壺形埴輪の配置という「在地的」

要素と、定型的な円筒埴輪の樹立という「畿内的」要素が混在する様相が看取できるし、「畿内的」要素の受容

に至る過渡的な様相を読み取ることも可能である。 

 本報告では、「柳井茶臼山古墳研究会」（代表：古谷 毅）による沖出古墳出土埴輪の再検討を踏まえて、上

記のような観点から、その埴輪生産の具体相について考察する。 

 

２ 沖出古墳における埴輪の出土状況 

 沖出古墳の発掘調査は、1987・1988 年度に１次調査（稲築町教委 1989）、1997・98 年度に２次調査が行わ

れている（嘉麻市教委 2017）。 

 １次調査では、後円部、前方部、北側くびれ部に設定されたトレンチで多量の円筒埴輪・壺形埴輪が出土した

が、大半は墳丘上から転落したものとされている（図１～４）。家形埴輪の破片も出土しているが、大半は墳丘上

段斜面からの出土で、本来は墳頂平坦面に配置されていたものと見なされている。２次調査でも、南側くびれ部

や前方部側面などに設定されたトレンチの発掘調査を行っているが、原位置で検出された円筒埴輪・壺形埴輪

はなく、１次調査と同様に多数の埴輪片が転落した状態で出土した（同前）。 

 2 次にわたる発掘調査を通じて、埴輪片の検出状況などから、本来、墳丘中段平坦面に円筒埴輪・壺形埴輪

は樹立されておらず、墳頂平坦面のみに樹立されていたと推測されている。 

 本古墳で確認されている埴輪の種類は、円筒埴輪（普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪）、壺形埴輪（二重口縁

壺形埴輪、直口壺形埴輪）、家形埴輪である。家形埴輪以外の形象埴輪は現状では確認されていない。 

 

３ 沖出古墳出土埴輪の再検討―「柳井茶臼山古墳研究会」による調査研究― 
 嘉麻市教育委員会のご協力のもと、「柳井茶臼山古墳研究会」として、複数回にわたって、沖出古墳出土埴

輪の再検討作業を行ってきた。その成果については、これまでに刊行されている研究成果報告書（後掲）に掲

載されている（中村 2003、中村・井上 2008）。その後も、複数回にわたって補足調査を実施している。 

沖出古墳出土埴輪の再検討に際しては、復元されている全ての個体のほか、細片についても全てを実見・

検討し、調書の作成および写真撮影を行っている。 

 2003 年報告では、普通円筒埴輪・朝顔形円筒埴輪・家形埴輪の中で、「丁寧」に製作された一部の個体につ

いては、「少人数で構成される指導者的立場」の埴輪工人が製作した可能性が指摘され（中村 2003）、2008 年

報告では、より詳細な検討に基づき、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、壺形埴輪の一部に、「器種や類型を横

断してある種の情報が共有されていた」可能性が指摘された（中村・井上 2008）。 

 2008 年報告以降も、複数回にわたって補足調査が実施され、器種別に形態・製作技法上の分類を行うととも
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に、ハケメ調整が遺存する埴輪については、ハケメの等倍撮影を行っている。等倍写真の比較検討の結果、同

一ハケメが器種を超えて確認され、後述するような器種間関係の解明に寄与することとなった。 

 

４ 沖出古墳出土埴輪の器種分類 

既述の通り、沖出古墳では、円筒埴輪（普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪）、壺形埴輪（二重口縁壺形埴輪、

直口縁壺形埴輪）、家形埴輪が確認されている。 

このうち、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、二重口縁壺形埴輪の分類の概要は以下の通りである。 

 ①普通円筒埴輪：主に口縁端部や突帯の形状等により、Ａ類・Ｂａ類・Ｂｂ類に分類する（図３）。 

 ②朝顔形円筒埴輪：突帯形状、器壁の厚み、ハケメの大別等により、Ａ類、Ｂ類、Ｃ類に大別する（図３・４）。Ｃ

類については、頸部突帯の有無、突帯形状等により、Ca 類・Cb 類・Cc 類に細別する（同前）。 

 ③二重口縁壺形埴輪： 頸部のくびれ具合等により、Ａ類・Ｂ類に大別する（図４）。Ａ類については底部の形

状によりＡａ類・Ａｂ類に細別する（同前）。なお、底部孔内面の調整手法にはかなりの多様性が認められ、当該

器種の製作には存外に多くの人数が関わっている可能性がある。 

 家形埴輪については、基部から屋根まで全体形状がわかる個体がないため、部位ごとに破片の分類を行って

いる。その結果、①屋根に網代文様をもつ家形埴輪、②入母屋造りで直弧文をもつ家形埴輪、③無文の壁をも

つ家形埴輪、④高床式の家形埴輪、などに大別され、一部はさらに個体識別が可能である（図５・６）。 

 

５ 沖出古墳の埴輪から読み取れること―生産体制についての予察― 
本古墳出土埴輪を検討する上で、最大の課題は、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、壺形埴輪、家形埴輪

のそれぞれにおいて設定された「類型」どうしの関係性を論じることであった。2003 年報告や 2008 年報告では、

口縁部や突帯の形状等を基準として器種間関係を論じ、一定の成果を挙げたが（中村 2003、中村・井上

2008）、細部の「端正さ」「丁寧さ」「粗雑さ」といった、やや感覚的な分類基準に若干の課題を残した。 

その後の補足調査において、外面・内面にハケメ調整が看取される全ての個体・破片について、ハケメの等

倍写真を撮影した。それに基づき、各器種の大別・細別分類と、ハケメ分類との対応関係を整理したのが表１で

ある。表１では、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、壺形埴輪、家形埴輪の大別・細別「類型」のうち、「同一ハケ

メ」を有する「類型」間を「横線」でつなぎ、器種横断的な「ハケメ・パターン」の共有関係を示す。 

「畿内的」な埴輪である普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、家形埴輪と、「在地的」な埴輪である壺形埴輪に、

「同一ハケメ」が看取できるということは、両者の製作工程において、同一母材から分割された「同一ハケメ」の工

具が分有されていた可能性を示唆し、ハケメ工具、ひいては埴輪製作工程に関わる一定の管理体制が存在し

ていたことを示唆する。これを換言すれば、「在地的」なカタチである壺形埴輪も、「畿内的」なカタチの円筒埴

輪・家形埴輪と同一の生産体制の下で製作されていたことになる。「畿内的」な埴輪に加えて、「在地的」な埴輪

が共存する場合、埴輪工人の臨時徴発的な側面や非熟練性が強調されることが多いが、本古墳の場合は、壺

形埴輪の製作に際して、円筒埴輪製作工人側から一定の「技術管理」がなされていた可能性を示す。一古墳

において、「畿内的」なカタチと「在地的」なカタチが、たまたま〈共存〉していたのではなく、意図的に〈対置〉され

ていたことを示唆するもので、埴輪配置の本義に迫る上でも非常に興味深い事例である。 
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６ おわりに 

 本稿では、沖出古墳における埴輪生産体制について一定の見通しを提示した。墳丘や周溝から出土する大

量の埴輪片は、発掘調査および整理作業の終了後、往々にして「邪魔者」となり得るが、ここまで述べてきたよう

に、どれほど小さな破片であっても、見る者の問題意識と分析手法如何では、実に雄弁な「証言者」となり得る。

現時点で、沖出古墳の埴輪から抽出し得た情報はなお限定的であり、今後の更なる検討が必要である。 

 

付記 

 本稿は、柳井茶臼山古墳研究会による度重なる資料調査および検討結果に依拠している。資料調査時の研究会におい

て、円筒・壺形埴輪について報告された井上義也氏（春日市教育委員会）、家形・壺形埴輪について報告された古谷 毅氏

（京都国立博物館）、そして資料調査時に種々ご高配頂いた松浦宇哲氏（嘉麻市教育委員会）に心より感謝申し上げる。 
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挿図出典 

図１・２・７：嘉麻市教委 2017 掲載図面を一部改変。図３・４：稲築町教委 1989・嘉麻市教委 2017 掲載図面を用いて作成。

図５・６：稲築町教委 1989 掲載図面を用いて作成。表１：柳井茶臼山古墳研究会の研究成果に基づき犬木作成。 
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石製品からみた沖出古墳 

 

                              清 喜 裕 二（宮内庁書陵部） 

 

１ 石製品とは 

 本稿では石製品からみた沖出古墳とその被葬者像について考えてみる。ところで、「石製品」と聞いた

ら誰もが「石で作られた何らかの製品、器物」を示していると思うだろう。考古学では総称としてこの

意味で使うことがある一方で、ある特定の意味を与えて使う場合がある。ここで取り扱う「石製品」は

後者にあたり、主に古墳時代の前半期に碧玉や緑色凝灰岩を使用して、様々な器物を模造した遺物のこ

とを指している。ただ、表記が漠然とした一般的な名称なので、「何らか」の中身を示すために種類ごと

に「〇〇形石製品」と呼んで具体的な中身を示す。 

沖出古墳からは、主に弥生時代から使用されてきた貝製腕輪を基に製作された「腕輪形石製品」が出

土している。これは「鍬形石」、「車輪石」、「石釧」の３種から構成されており、それぞれゴホウラ、カ

サガイ、オオツタノハ、イモガイといった奄美諸島以南で採取される大型の貝を利用して製作された腕

輪が基になったと考えられている。「腕輪形石製品」は他種の「石製品」と比較して圧倒的な数量が出土

しており、分布範囲も広い（図１）。三角縁神獣鏡とともに古墳時代前期の政治的動向を示す有効な資料

であることが示されて以来（小林 1956・1957）、古墳時代研究の重要な遺物のひとつと位置付けられて

いる（１）。このような背景により、沖出古墳出土の石製品（腕輪形石製品）を他の古墳・遺跡から出土し

た資料と比較することで、被葬者像を考える手がかりを得ることができるのである。 

 

２ 沖出古墳出土の石製品（腕輪形石製品） 

 先に述べたように、腕輪形石製品には３種類があるが、沖出古墳の場合はそのすべてが出土している

ことが大きな特徴といえる。（図３）。また、各種類ともに複数個体が出土しており（鍬形石３、車輪石

２、石釧２）、盗掘を受けていることから考えると、さらに多くの点数を副葬していた可能性を想定す

ることも可能であろう。中でも分布域がもっとも狭く出土数の少ない鍬形石が３点出土している点は注

目されるところである。 

 石製品は、主に形態と表面に施される装飾、使われている石材の特徴などから分類をして、製作時期

や製作者集団の違いなどを推測していく。報告書に既に概要が示されているが、これまでの腕輪形石製

品の研究を参照すると（岡寺 1999、蒲原 1991、北條 1994・2013 など）、形態や石材が分けられること

から製作時期や製作者集団の異なった個体で構成されていると考えられる（松浦 2017）。結果的に、沖

出古墳の被葬者のもとにこれらの資料がもたらされたのであるが、すべてが一括でもたらされたのか、

製作された順番で幾つかの機会を経てもたらされたのか、あるいは種類によって異なるのかを判断する

ことは難しい（２）。 

 次に、個別の特徴をみていこう。まず、鍬形石と車輪石は製作時期が新しいと次第に大型化してくる

傾向が指摘されている（河村 1989、三浦 2005）。沖出古墳出土資料中では、図３のＫ３、Ｓ２が該当す
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る。小型のＫ１・２やＳ１が貝輪の形や大きさにより近く貝輪の特徴ととどめていることから、大型品

よりも古い時期に製作されたと位置付けられている。このように、いくつか古い特徴をもつ資料と新し

い特徴をもつ資料が混在している（松浦 2017）。この中で、鍬形石Ｋ３に注目してみよう。この資料は

大型化して貝輪の特徴もかなり失われているため、鍬形石の中でも新しい時期に製作されたと考えられ

ている。また石材も、縞状の模様が見えるような特徴的な石材が使用されている。このような鍬形石

は、古墳出土資料の中にも多く認められるほか、古墳以外の場所でなんらかの祭祀に使用されたような

状況で出土する事例が知られている（奈良県平等坊岩室遺跡、滋賀県中沢遺跡など）。また、島の山古

墳前方部粘土槨が著名であるが、古墳の中でも祭祀に使用されたような出土状況が知られることから、

祭器としての性格ももった資料であることが推測される。 

このように、異なる形態や石材で製作された個体が混在して沖出古墳の腕輪形石製品のセットを構成

しており、そのうち祭器として用いられているものと同様の特徴をもつ個体も含まれているといえる。 

 

３ 沖出古墳の腕輪形石製品をめぐって 

 次に、九州や近畿出土の資料との関係性を幾つか特徴的な資料に注目して考えてみたい。 

 九州においては、種類として腕輪形石製品３種をすべて出土した遺跡は、沖出古墳と沖ノ島に限られ

る。さらに、数として沖出古墳以外に複数個体の出土が知られるのは、沖ノ島を除くと、古墳では大分

県免ヶ平古墳、猫塚古墳と佐賀県谷口古墳である。猫塚古墳の鍬形石は現存しないが絵図から沖出古墳

のＫ３に類似する大型の資料であることがわかる。その特徴からみる限り、九州にもたらされた鍬形石

は製作時期が比較的新しいものの多いことが指摘される（小田 1986）。免ヶ平古墳・谷口古墳はいずれ

も石釧のみの副葬である。形態・石材の特徴などから、免ヶ平古墳が沖出古墳や谷口古墳より古い特徴

の個体で占められており、古墳の年代としても古いと考えられている。 

九州の中では、種類・数の面からみると、古墳よりも祭祀遺跡である沖ノ島の状況に近いことが読み

取れる。また、古墳、特に大型の首長墓としては谷口古墳が比較的近い様相をもっているといえそうで

ある（図４）。 

次に、近畿地方の資料をみてみよう。近畿地方は腕輪形石製品３種を副葬する古墳などが知られるほ

か、種類だけではなく多量副葬する古墳も少なからず存在することが特徴として挙げられる。その中か

ら、ここでは大阪府国分茶臼塚古墳と大師山古墳出土例と比較してみたい（図５）。両古墳とも中小規

模の古墳といえるが、数十点規模でまとまった点数の腕輪形石製品３種が出土している。そして、両古

墳に限ったことではないが、多量副葬の場合でも、鍬形石が車輪石や石釧と比較して数が少ない傾向に

変わりはない。 

鍬形石からみていくと、沖出出土例のうちＫ１・２と国分茶臼塚１、大師山１が大きさ、形態とも類

似したものであることが見て取れる。また同様に、沖出Ｋ３と国分茶臼塚３が対応する特徴をもった資

料といえそうである。大きさ，形態の類似だけではなく，石材も縞状の模様がみられる石材で共通して

いる点は注意しておきたい（石井 2019）。車輪石も、沖出Ｓ２と国分茶臼塚５と大師山３が大型品とし

て共通した特徴をもっていると考えられる。大師山古墳ではさらに大きな個体も知られている（大師山
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４）。石釧は、大きさの違いが前２者と比較してそれほど顕著ではないため、大きさで特定の個体どう

しの類似を指摘するのは難しい。また，斜面や側面の刻みや形態の組み合わせでバリエーションがある

ため、出土点数が多い割には全体として類似を指摘できる個体の数は少ない傾向がある。沖出Ｉ１であ

れば、国分茶臼塚６、Ｉ２であれば大師山５との類似が指摘できようか。 

ところで、石釧に関しては、免ヶ平古墳出土の石釧（図４-８）と国分茶臼塚古墳の石釧（図５-茶臼

塚７）の類似が指摘されている（小田 1986）。ここでは、腕輪形石製品の諸特徴に注目して比較を行っ

ているが、沖出古墳に先行して築造されたと考えられる免ヶ平古墳と国分茶臼塚古墳出土資料に類似品

が存在することで、沖出古墳と国分茶臼塚古墳の築造年代と石製品のもつ年代幅の関係など、石製品を

単純に比較するだけでは解決できない問題が含まれていることにも注意が必要である。 

なお、国分茶臼塚出土例については、石材や製作技術のまとまりからその構成を検討した研究がある

が（石井 2019）、沖出古墳出土例も点数が少ないものの構成としては単一ではなく、近畿の多量副葬例

に対照しうる構成をもつと考えることができよう。 

このように比較してみると、沖出古墳と近畿の事例の間には、個体によっては個別に形態や石材の類

似する資料が存在しており、構成にも共通点が多いといえる。つまり、沖出古墳の石製品は近畿地方を

中心にみられる多量副葬の縮小版ともいえる状況を示しているといえよう。 

 

４ 石製品からみた沖出古墳 

 最後に腕輪形石製品以外の要素とも絡めながら、沖出古墳とその被葬者について考えてみたい。 

 ここでは、主に佐賀県の谷口古墳と比較してみよう（亀井 1982）。石製品において顕著な複数個体の

副葬が知られる点で、九州の中では沖出古墳と共通した特徴をもつといえる（表１）。また，石釧の石

材は縞状の模様がみえる石材であり，沖出古墳Ｋ３の石材と同様のものと考えられる。 

墳形はともに前方後円墳で、墳丘長は谷口古墳が少し長いが両者に大きな差はみられない。しかし、

埋葬施設と副葬品に違いがみられる。前方後円墳においては主たる埋葬施設が後円部に営まれるが、沖

出古墳は竪穴式石室に舟形石棺を用いている。一方、谷口古墳は後円部と前方部に計３箇所の埋葬施設

をもち、後円部には２基の横穴式石室が築かれている（図６）。沖出古墳とは石室の種類が違うほか、

石棺も長持形石棺という近畿の大型古墳に多くみられる棺と同じ形式のものが使われている。舟形石棺

よりも上位階層の棺と考えられるものであるが、谷口古墳前方部の従たる埋葬施設で舟形石棺が使われ

ていることからも、一定の格差が存在していたとみられる。沖出古墳における「主たる」石棺と谷口古

墳における「従たる」石棺が同じ階層ということになるが、この両者については同じ特徴をもつという

指摘がある（新原 1991、高木 1994）。そうだとすれば、沖出古墳の被葬者と谷口古墳の後円部被葬者の

関係にも階層差が想定されると同時に両者の親縁性も高いことが推測される（３）。 

ところで、埋葬施設で比較すると谷口古墳の被葬者が上位階層ということになるが、腕輪形石製品で 

は、沖出古墳が３種を複数副葬しているのに対して、谷口古墳は複数副葬ではあるが石釧のみである。

石製品での優位性は沖出古墳の側にあるようにみえるが、この状況はどのように考えられるだろうか。 

 先述のとおり、沖出古墳に腕輪形石製品３種が副葬された背景として、沖ノ島祭祀との関係が指摘さ
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れていることについて取り上げたが（松浦 2017）、石棺が被葬者の政治的側面での階層を示すとした場

合、腕輪形石製品はその側面に加えて、王権が深く関わる重要な祭祀（この場合沖ノ島祭祀）などへの

関与の度合いに応じて所有し得うる性格ももっていたと考えてみたい。これは、職掌というほど厳密な

ものとはいえないが、先述した腕輪形石製品の祭器としての側面と関わって、その関与を背景としてい

るといえよう。 

同様のことは、鏡からの検討で朝鮮半島との交流が活発化してくる段階（沖出古墳築造前後の時期）

での九州における動向として、横穴式石室の導入と沖ノ島祭祀が指摘されている（辻田 2019）。沖出古

墳では、盗掘のため鏡の有無は不明であるが、石製品や埋葬施設からみた沖出古墳と谷口古墳の関係も

このような背景をもとに理解できるのではないだろうか。 

 加えて、沖出古墳の埴輪には船や衝立状の線刻画が描かれたものがある。特に船は他界観念を表した

可能性があるが（松浦 2017、和田 2014）、王権中枢に関わる人物が被葬者と考えられる奈良県巣山古墳

からは、実物としての木製の船や棺が出土しており、喪葬の様子が想起される（図７）。ここからは出

土地として確定できないものの、沖出古墳の腕輪形石製品と同様の特徴をもつものが知られている（図

８）。 

 石製品からみた沖出古墳の被葬者像は、王権中枢から沖ノ島祭祀を行うにあたって重要な位置づけを

与えられた人物の一人であった可能性を考えておきたい。その中で、腕輪形石製品３種を所有し、葬制

に関する情報も得ていたのであろう。九州の中では谷口古墳の被葬者との関係が考えられるが、朝鮮半

島との交流にあたっては、谷口古墳の被葬者とは異なり沖ノ島祭祀への関与という、違った立ち位置に

あったと考えられる。 

  

表１ 

 墳 形 墳丘長 後円部埋葬施設 前方部埋葬施設 石 製 品 鏡 

沖出古墳 前方後円墳 69.5ｍ 竪穴式石室 舟形石棺 な し 鍬3 車2 釧2 不明 

谷口古墳 前方後円墳 約77ｍ 横穴式石室 長持形石棺（東・西） 舟形石棺 直葬 釧11（東） 三縁 2（東）・2（西） 

〔凡例〕鍬：鍬形石 車：車輪石 釧：石釧 三縁：三角縁神獣鏡 （東）：後円部東石室 （西）：後円部西石室 

※谷口古墳の後円部には東西に横穴式石室が２つある。東石室からは三角縁神獣鏡のほか、位至三公鏡１面、変形四獣鏡２面が出土し

ている。 

 

 

註 

（１） 使用方法としては、貝製腕輪は実際に装着されていたものだが、腕輪形石製品にはいくつかの使用方法が考えられ

る。古墳出土例が圧倒的に多いが、実際に被葬者が装着していたことを示すような出土例は少なく、装飾品というよ

り主に宝器・祭器としての性格が想定されている。九州では、大分県免ケ平古墳や熊本県向野田古墳で装着を推定

させるような出土状況が知られる（図２）。また、古墳以外での出土例では祭器としての性格を考えるべき出土状況も

全国的に確認されてきている。 
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（２） 現在の分布上、鍬形石の出土地西限であり、鍬形石がもたらされたタイミングを大きな契機とした一括の資料群との想

定も可能であるが、九州の中で車輪石や石釧は複数出土していることから、必ずしも一括でもたらされたと考える必

要はない。先に車輪石や石釧を所有していて、その後鍬形石も持ちうる状況が生じたことにより新たに加わった可能

性など、幾つかの経緯が考えられよう。 

（３） 沖出・谷口前方部の舟形石棺と谷口後円部の長持形石棺では、縄掛突起の形状がよく似ていることから、製作にあた

っての若干の時間差は存在しつつも、両者のつながりは強いことが併せて指摘されている（高木 1994）。 
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１　腕輪形石製品分布図

２　腕輪形石製品ほか分布図（九州）

図１　腕輪形石製品（一部他の石製品含む）の分布図

３　腕輪形石製品分布パターン

出典　１　新納　泉・北條芳隆 1992「祭祀」『図解・日本の人類遺跡』

沖出古墳

向野田古墳

▲
板平遺跡

□

□

□西都原 13 号墳

沖ノ島

□：紡錘車形石製品

免ヶ平古墳

猫塚古墳

谷口古墳
●長光寺山古墳

財団法人東京大学出版会　186 頁 ３ 腕輪形石製品の分布

２　１の九州を拡大・加筆

３　下垣仁志 2011『古墳時代の王権構造』　吉川弘文館　164 頁 図 74
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図 2　腕輪形石製品の出土状況（各古墳の報告書から引用）

１　免ヶ平古墳

２　向野田古墳

３　国分茶臼塚古墳

〇 〇

〇

▲

この間に

腕輪形石製品

面的に出土

〇：石釧

（３点）
▲：車輪石

（１点）

図３　沖出古墳出土の石製品（新原 1989）から引用

鍬形石

車輪石

石釧

Ｋ１
Ｋ２

Ｋ３

Ｓ１

Ｓ２

Ｉ１ Ｉ２
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沖ノ島

免ヶ平古墳（６～８）

都野原田 25 住居 都野原田 34A 住居

西新町
九大筑紫キャンパス

向野田古墳
飯氏山

猫塚古墳（４，５）

沖ノ島

沖ノ島

図４　九州出土の主な石製品（各遺跡の報告書から引用）

谷口古墳（９～ 11）

１

２

３

４

５

６ ７ ８

９ 10 11

12
13

14 15

16 17

0 10 ㎝

沖出古墳

大師山古墳

国分茶臼塚古墳

図５　腕輪形石製品の個体と構成の比較（各古墳の報告書から引用）

Ｋ１ Ｋ２
Ｋ３ Ｓ１

Ｓ２
Ｉ１ Ｉ２

１ ２
３

４ ５ ６ ７

１ ４３２ ５ ６ ７

０ 10 ㎝　　

１～ 16 は腕輪形石製品

17 のみ紡錘車形石製品
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図６　九州の舟形石棺の分布と沖出古墳・谷口古墳の石室・石棺

谷口古墳後円部　東石室 谷口古墳前方部　舟形石棺 沖出古墳後円部　舟形石棺

◆

◆
沖出古墳

谷口古墳

（高木 1994、新原 1989、亀井 1982 から引用、一部加筆）
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図７　古墳に向かう葬列
早川和子氏作画　兵庫県立考古博物館 2019『埴輪の世界─埴輪から古墳を読みとく─』

（兵庫県立考古博物館特別展示図録№25）　図４を抜粋して引用

図８　（伝）巣山古墳出土の腕輪形石製品（上段：鍬形石　下段：車輪石）

１

2

3 4 5

左右が逆

表裏に装飾

福尾正彦・徳田誠志 1991「書陵部所蔵の石製品Ⅰ」『書陵部紀要』第 42 号　宮内庁書陵部 から引用
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北部九州の首長墳と沖出古墳 

田中 裕介(別府大学) 

 

はじめに 
 古墳時代中期初頭に河内平野に進出した大王墓と共通する墳形、埋葬施設、副葬品などをもつ前方後円墳

が、北部九州各地に築造されている。沖出古墳もその一つである。古墳時代中期初頭とは西暦でいえば4 世

紀の後半から末ごろである。そのような古墳の実例をいくつかあげてみると福岡県福岡市の鋤崎古墳、老司

古墳、同県大牟田市の黒崎観世音塚古墳、大分県大分市の亀塚古墳などが、沖出古墳と同時期あるいは近い

時期に築造された大型古墳としてあげられる。 

どうして中期初頭という同じ時期に同一の内容を持つ前方後円墳が九州の各地に造られたのだろうか。沖

出古墳がなぜこの遠賀川の上流域である嘉麻市に築造されたのか。各古墳の被葬者が葬られた地域社会を考

古資料から追及して、沖出古墳の特徴を浮かび上がらせてみたい。特に沖出古墳の所在する遠賀川流域と東

九州の関係を中心に考えてみよう。 

 

１ 沖出古墳の諸要素から 
 沖出古墳は前方後円墳である。まずこの事実から出発し、沖出古墳を構成する様々な要素を取り出して、

沖出古墳の素顔を調査報告書 1のデータをもとに考えてみよう。 

A 墳丘規模  

沖出古墳：墳長69.5m、後円部径42.4ｍ（松浦2017p42）。 

 九州各地の前方後円墳の後円部の斜面の端から前方部前端の端（図 1）までの長さを墳長と定義して測り、

長い順からならべていくと、その形はなだらかな斜面になるのではなく、所々で段がつくように、いくつか

の大きさで分布がまとまることが知られている（蒲原 1991、田中 1998）。それによると墳長 60ｍ前後、45

ｍ前後の前方後円墳が多い、そこで前方後円墳の墳長規模では A 級は 65ｍ以上、B 級は 55~65m C 級は

40~50ｍ、D 級は40ｍ以下とすることができる。 

 沖出古墳の墳長は約70m であるから、規模の点でA 級の大型古墳に当たる。このA 級の規模をもつ前方

後円墳あるいはそれに匹敵する大型円墳（径 45m 以上）のうち、沖出古墳と近い時期の A 級規模の古墳は

どこに分布しているだろうか。古墳時代前期末に遠賀川下流域では沖出古墳よりやや大きい遠賀郡遠賀町豊

前坊1 号墳（前方後円墳74m）、遠賀郡岡垣町塩屋古墳(前方後円墳72m)が築造される（表1）。ところが西

側の宗像地域と東側の豊前地域には65m以上のA級規模の古墳は存在しないどころかB級規模の前方後円

墳も豊前宇佐の車坂古墳（61m）以外存在しない。 

 
1 松浦宇哲編2017『沖出古墳Ⅱ-平成9・10年度の範囲内容確認調査』(嘉麻市文化財調査報告書第4集)嘉麻市教育委

員会 
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65ｍ以上の規模の古墳は宮崎、鹿児島をのぞく北部九州一帯では、福岡県大牟田市の黒崎観世音塚古墳

(96m)、福岡市老司古墳（76m）しかなく、福岡市鋤崎古墳でもその規模は62m でB 級規模である。熊本県

では宇土半島の天神山古墳、大分県では国東半島西部の帆立貝式古墳入津原丸山古墳（77m）、別府湾岸の大

分市亀塚古墳（120m）、大分市築山古墳（90ｍ）などがあげられるに過ぎない（図2）。 

図1 沖出古墳の平面図 
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このように沖出古墳は墳丘規

模の点では筑前地方ではトップ

クラスの古墳であり、そのよう

な規模の古墳が複数存在する遠

賀川流域はこの時期でも異例で

ある。また、沖出古墳以外の古

墳がいずれも海岸部の海からみ

える位置に築造されているのに

対し、沖出古墳のみは遠賀川上

流域の内陸平野に面している点

は興味深い。 

 

 

 
B 墳丘形態 

 後円部3 段前方部2 段の前方後円形で造り出しなし、墳裾に削平によるテラスが存在、周囲の周溝を整え

ていない点が沖出古墳の特徴である。 

表1 遠賀川流域の前方後円墳の墳丘規模（ｍ） 
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①平面規格は渋谷向山古墳類型に当たると推定されている(澤田 2017)。澤田氏がいうところの類型墳に

あたり、築造規格や技術は、倭政権中央から直接移植されたものであると考えられる。九州の前期から中期

初めの前方後円墳の段構成をあげると福岡県宇美町光正寺古墳（後円部 3 段前方部２段）、福岡県苅田町石

塚山古墳（後円部3 段前方部２段）、大分県杵築市小熊山古墳（後円部3 段前方部２段）、宮崎市生目3 号墳

（後円部 3 段前方部２段：造り出しなし、墳裾石敷テラス）、福岡市鋤崎古墳（後円部 3 段前方部３段：造

り出しなし）、福岡市老司古墳（後円部3 段前方部２段：造り出しなし）、大分市亀塚古墳（後円部3 段前方

部３段：造り出しあり）、福岡県糸島市井原 1 号墳（後円部 3 段前方部２段）、宮崎県西都市西都原 13 号墳

（後円部3 段前方部３段：造り出しなし）、西都原100号墳（後円部3 段前方部２段：造り出しなし）、西都

原173 号墳（後円部3 段前方部２段：造り出しなし）となる。 

前期に後円部 3 段前方部 2 段構成で造り出しがない前方後円墳から、中期には後円部 3 段前方部 3 段で、

造り出しが設けられるものが多くなる傾向にある。沖出古墳は後円部3 段前方部2 段の造り出しなしである

から前期的な段構成をなすが、これは平面規格が渋谷向山古墳類型に当たることに由来するものと考えられ

る。 

②中期になるとA 級の大型古墳は周溝を伴うのが通例になるが、前期の大型古墳には周溝がない古墳が多

い。福岡県苅田町石塚山古墳（120ｍ）、福岡市鋤崎古墳(62ｍ)、同市卯内尺古墳(75ｍ以上)、同市老司古墳

(76m)、福岡県小郡市三国の鼻１号墳（66m）、福岡県大牟田市黒崎観世音塚古墳（96m）、熊本県宇土市向

野田古墳（86m）、熊本県宇土市スリバチ山古墳（96m）、大分県宇佐市福勝寺古墳（78m）、大分県杵築市小

熊山古墳（114m）、大分市亀塚古墳（115m）などである。沖出古墳もその例にもれず周溝がない。 

いっぽう前期初頭の大型古墳である福岡市那珂八幡古墳（85m 馬蹄形周溝）や、中規模の福岡県宇美町戸

原大塚古墳（48m 馬蹄形周溝）、福岡県宇美町光正寺古墳（52m 前方後円形周溝）には周溝がある。ほかに

前期後葉半から中期初頭の福岡県上毛町能満寺３号墳（33m）、佐賀市金立町金立銚子塚古墳（98m）、宮崎

市生目3 号墳（137m）、同生目5 号（54ｍ）、同生目22 号（101ｍ）、鹿児島県東串良町唐仁大塚古墳（154

ｍ）、大分県宇佐市川辺高森古墳群の赤塚古墳（58m）・免が平古墳（51ｍ）・角房古墳（46ｍ）、豊後高田市

入津原丸山古墳（77ｍ）などに周溝がある。 

前期前半の前方後円墳は大小に関わらず周溝を持つ例が多いが、前期後半になると佐賀や宮崎、鹿児島の

大型古墳を除いて、北部九州から東九州の大型前方後円墳は周溝をもたなくなり、中小の前方後円墳はかえ

って周溝を維持する。中期になると再び大型古墳も周溝をもち、さらに二重周溝の例が多くなる。周溝のな

い沖出古墳は北部九州の前期後半の大型古墳の特徴を共有しているといえる。 

 

C 埴輪 

 埴輪の詳細はほかの論者に譲るとして、沖出古墳の埴輪配列の特徴を検討する。 

①埴輪の配置 沖出古墳では墳頂上と墳裾に円筒埴輪と朝顔形埴輪が配置されている。後円部および前方

部の墳頂に家形埴輪と器財埴輪が置かれている。円筒埴輪の配列間隔は1m ほどである。 

 墳裾に埴輪を配列する古墳としては九州では福岡市鋤崎古墳が知られている。円筒埴輪列が墳裾を全周す
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るように配置され、前方部頂にも家形埴輪を配置する点で沖出古墳の埴輪の配列とよく似ている（柳沢ほか

2002）。ただし鋤崎古墳では一段目および二段目テラス上にも埴輪が配置されている。段築テラス上の配列

が報告されていない沖出古墳との相違である。東九州で埴輪の配列が知られている大分市亀塚古墳の場合は

墳裾に埴輪は配置されず、各段築テラスと造り出し平坦面と墳頂平坦面に円筒埴輪と朝顔形埴輪を約 1m の

間隔で配置する。ただし後円部頂のみ密接配列で大型の円筒埴輪を囲繞する(讃岐他2000)。各種の器財埴輪

は後円部墳頂と造り出し上に配置している。このように埴輪の配置をみると沖出古墳は筑前西部の鋤崎古墳

と類似する点が明瞭である。 

 沖出古墳の壺形埴輪は後円部および前方部墳頂に配置されている。壺形埴輪を墳頂部全体に配列する前方

後円墳は小郡市三国の鼻1号墳、福岡市卯内尺古墳、遠賀町豊前坊1 号墳で知られている。東九州でも豊後

大野市立野古墳、同重政古墳などで知られており、中期初頭になると福岡市老司古墳のように壺形埴輪主体

の配置に円筒埴輪をまじえる形式に変化するが、壺形埴輪を墳頂部に多量に配置する伝統は守られている。

沖出古墳の埴輪の配列も壺形埴輪の墳頂多量配置の伝統のなかに新たに持ち込まれた円筒埴輪を取り込ん

だ形式と言える。 

 ②埴輪の形式構成 沖出古墳の埴輪は家形埴輪、普通円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪と壺形埴輪からなる。前

期末～中期初頭の九州の大型古墳では、福岡市鋤崎古墳、大分市亀塚古墳のように家形埴輪のほかに盾形埴

輪などの各種器財埴輪を有することが多いが、沖出古墳にはそれらを欠いている。その特徴は鋤崎古墳では

なく福岡市老司古墳の埴輪の構成と類似し、壺形埴輪が多い点でも老司古墳と一致する。 

 円筒埴輪の特徴の一つとして船形線刻があげられるが、

これは九州では大分市亀塚古墳と共通する（図3）。沖出古

墳の線刻は 2 点あり（松浦 2017、p24）いずれも朝顔形埴

輪の肩部に刻まれたものである。ともに舳先が二股に分か

れる準構造船が表現されており、全形が判明する例（22）

は船上に網代屋根、舳先に櫂と思しき表現がみられる。亀

塚古墳例は円筒埴輪の胴部に刻まれた線刻である。やはり

舳先を二股にした準構造船が表現され（３）、船上には構造

物（１・３）が、両舷には多数の櫂（２）が表現されるとこ

ろが沖出古墳と異なっている 2。亀塚古墳では船形埴輪も出土しており別府湾を見下ろす台地という立地の

 
2 九州での前期から中期初頭までの船を表現したものは線刻表現では沖出古墳と亀塚古墳、舟形埴輪では亀塚古墳しか

ない。そのほかの例はいずれも中期中葉以後に下る。 

図3、沖出古墳と亀塚古墳の船の線刻 
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点と考え併せると、海上交通路との密接な関係が想定される。いっぽう沖出古墳は遠賀川上流域の沖積平野

を背景とした古墳で、その古墳の埴輪になぜ船形の線刻が施されているのか、不思議である。遠賀川の河川

交通との関係も考えられるが、河川で利用できる船は小型のものであり舳先が二股になる準構造船が遠賀川

の上流にまで行き来していたとは考えにくく、玄界灘を運航する大型船を表現したものと考えられる。後に

「崗の湊」と呼ばれるようになる遠賀川河口部を往来する船舶と沖出古墳の首長が密接な関係をもっていた

証拠であり、鋤崎古墳や老司古墳との関係も玄界灘の海上交通を介して連絡があったと見れば納得できる。 

 壺形埴輪について全体としては二重口縁形態が多く単口縁形態が少ないことが指摘されている。これは北

九州で一般的なあり方である（豊前・筑前~肥後の壺形埴輪）3。東九州とくに豊後は前期中葉の立野古墳ま

では北部九州と同様な二重口縁形態が単口縁形態より多いが、前期末から中期前葉にかけて単口縁主体にな

っていく。この点では沖出古墳は明らかに北九州の古墳と同じ特徴を示す。ただし報告では（松浦2017、ｐ

45）沖出古墳の南側に二重口縁形態が多く、単口縁形態は前方部北側などに集中する傾向があることが指摘

されており、その状況が正しければ墳丘南側の壺形埴輪は北九州的様相、北側の壺形埴輪は豊後的様相と言

えるかもしれない。 

 以上のように壺形埴輪の様相においては豊後とは異なるが、円筒埴輪の線刻においては共通の要素が認め

られる。豊後の沿岸部の古墳に存在する要素と、遠賀川を経由して沖出古墳に伝わった要素は、海上ルート

を通じて共通の出発点を持つと考えられる。倭王権の中枢から見れば海上交通を通して連絡するルートの先

端として前期末の段階で、鋤崎古墳・老司古墳、沖出古墳、亀塚古墳の被葬者が重要な役割を果たす首長と

して関係が築かれたものと推定される。 

 

D 埋葬施設 

 ①竪穴式石室 報告書でも指定されているように長側壁が小口を挟み込むような特異な構造を持ってお

り、報告者（松浦2017、p46）は箱形石棺との類似を指摘している。しかし内部に収められた舟形石棺の石

材は松浦砂岩である可能性が高く、佐賀県谷口古墳などの初期横穴式石室の主体部構造との検討が必要であ

る 4。この時期に豊前・豊後などの首長墳の埋葬施設は箱形石棺が大半であり、唯一舟形石棺に竪穴系石室

を利用したものは大分市亀塚古墳第2 主体のみである。豊後においては外来的な要素である。 

 ②舟形石棺 最初の調査から砂岩製であることが指摘されている（新原1989）。北部九州の石棺石材を分

類した高木恭二氏の研究によって、沖出古墳の石棺は唐津湾岸に分布が集中する谷口古墳石棺などと同様に

肥前1 型に分類され、そこで使われている松浦砂岩製であると考えられている 5 

 沖出古墳の石棺の型式が肥前唐津湾岸の石棺に類似することが指摘されただけでなく、神田高士氏によっ

 
 『原始・古代の船Ⅰ』立命館大学考古学資料集５ 2013 立命館大学考古学論集刊行会 
3 田中裕介2000「九州における壺形埴輪の展開と二・三の問題」『古墳発生前後の社会像』九州古文化研究会 
4 初期横穴式石室との類似については辻田2011p75が沖出古墳竪穴式石室と谷口古墳西石室との類似を指摘している。 
5 高木恭二1987「九州の舟形石棺」『東アジアの考古と歴史』下 同朋舎、高木恭二1994「九州の刳抜式石棺につい

て」『古代文化』46-5 古代学協会 
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て豊後大野川上流域の舟形石棺(御祖神社石棺・石船古墳石棺など)の祖型であることも指摘されている 6（図

４）。ここでは神田氏によって大野川上流域最古の石棺とされた中期初頭の竹田市御祖神社石棺を挙げてお

きたい。この意見に慎重な高木恭二氏と林田和人氏 7も豊後の舟形石棺を 2 分類し、系譜の異なる最古の石

棺が最も西の竹田市と最も東の臼杵市に存在することは認めている。筆者は後述するように山岳の交通ルー

トを介して、遠賀川上流域と大野川上流域の阿蘇外輪山周辺は交流があったものと考えており、唐津地域で

松浦砂岩を用いて舟形石棺を作った石工が、沖出古墳を作った遠賀川上流域の首長を介して大分県大野川上

流域に移動し、阿蘇の溶結凝灰岩を用いて石棺を作った可能性があると考えている。 

 

 

さらに沖出古墳の舟形石棺が属する肥前１型は、讃岐東部の石工集団の影響下に作られたことが高木氏に

よって指摘されており、讃岐で創始された木棺を石に移す技術が、玄界灘沿岸の松浦砂岩地帯に伝わり、そ

こで造られた舟形石棺が遠賀川をさかのぼって沖出古墳まで搬入されたと考えられ、石棺の点からも佐賀県

北部の唐津湾周辺から福岡市の糸島地域と沖出古墳被葬者の深い関係が指摘できる。さらにその石棺が大分

県の内陸山岳部と言ってもよい竹田市周辺の石棺に影響を与えたとすれば、沖出古墳の立地に示唆を与える

ものであろう。図５は石棺の関係を地図に落としたものである。なお大野川上流域の石棺に類似する石棺そ

して宮崎県延岡市南方 14 号墳がある（林田 1995）。この石棺も中期前葉にさかのぼる宮崎県最古の舟形石

棺と考えられており、前期末から中期初めの短期間に九州の山岳ルートを通じて石棺の仕様が伝わったもの

と考えられないだろうか。 

 
6 神田高士1990「大分の舟形石棺」『おおいた考古』３ 大分県考古学会 
7 林田和人1995「東九州の舟形石棺」『宮崎考古』１４ 宮崎考古学会、 

 
１ 沖出古墳石棺 ２ 谷口古墳石棺 

３ 御祖神社石棺 

図４ 沖出古墳と同型式の石棺 
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E 副葬品 

 沖出古墳主体部出土の副葬品は玉類、腕輪形石製品、鉄器類等多岐にわたるが、とりわけ腕輪形石製品の

鍬形石・車輪石・石釧の三点セットが揃うのは沖出古墳のみであることが指摘されている（松浦編 2017）。

ここではそのうちの鍬形石をみてみよう。沖出古墳の3点以外には福岡県宗像郡沖ノ島5／6号遺跡で1点、

大分市猫塚古墳で２点の出土が知られて、九州ではこの３例のみである（渕の上2014）。沖ノ島遺跡は朝鮮

半島への海上交通路にかかわる祭祀遺跡であり、大分市猫塚古墳はかつての海部地域に属する大分市神崎に

所在し、神崎築山古墳の近くにあり亀塚古墳とも数キロしか離れていない。豊後から日向に向かう海上交通

路にかかわる位置にある。その観点でいえば、沖出古墳は遠賀川の河川交通と山岳ルートの接点に位置する

重要な場所に立地すると言え、埴輪に施された船形線刻の分布は、沖出古墳と大分市海部の亀塚古墳に限ら

れている分布の在り方と類似する。この点を指摘しておきたい。 

   

２ 沖出古墳の立地の特徴 
以上、第1 章では沖出古墳の発掘調査によって明らかとなった墳丘規模、墳丘形態、埴輪、埋葬施設、副

葬品などの諸要素を検討してきた。そこから沖出古墳が玄界灘沿岸海上交通ルートを使って佐賀県北部の唐

津湾沿岸の古墳群と福岡市糸島地域の古墳群との密接な関係を持っていることが判明した。そこで沖出古墳

が遠賀川上流域の最後の平野である嘉麻平野がみえる台地の谷間に築造された理由を改めて考えてみたい。     

 

松浦砂岩石棺 

谷口・島田塚など 

沖出石棺 

大野川上流域の石棺 

 御祖神社など 

讃岐から 

図５ 沖出古墳石棺の立地 

南方１４号 
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 海との関係 沖出古墳は、遠賀川をさかのぼって最奥の沖積平野を見下ろす位置に築かれており、遠賀川

の河川交通が背景にあることは容易に推察される。鍬形石、車輪石、石釧などの畿内の倭王権からもたらさ

れた石製品はほとんど遠賀川ルートからもたらされたことは、鍬形石が水上交通の要地に分布するあり方か

ら推察できる。同様に水上交通を介して伝わったものに埴輪の船形線刻がある。そこからは遠賀川を介して

瀬戸内とつながるだけでなく、舟形石棺が唐津湾岸からもたらされたように、玄界灘を通じて糸島や福岡平

野の諸古墳と密接なつながりがあることが見えてくる。つまり沖出古墳は瀬戸内海から畿内に通じ、玄界灘

を東西する海上ルートと、遠賀川という河川ルートをつうじて密接に結びついているのである。しかしそれ

だけではこの場所に沖出古墳という大型古墳が築かれた理由は説明できない。なぜなら内陸部の平野はここ

だけではないからだ。なぜこの場所の首長が大型古墳を築くことになったのか。 

山との関係 沖出古墳の立地を細かく観察すると丘陵の頂上部ではなく、丘陵を開析する谷間に築かれて

いることがわかる。現地に立つとどうしてとなりの丘陵の上に造らなかったのかと疑問に思う。面する平野

への視野は狭い。平野の集落に住む住民をあまり意識していないのではないかとさえ思う。では南側の丘陵

から見るとどうだろうか。その方が良く全体像を眺めることができる。つまり沖出古墳は平野から見あげる

古墳ではなく、南の丘陵から見下ろす古墳である。そうした場所に作られたのは沖出古墳の立地する嘉麻平

野は遠賀川上流域の最後の平野であると同時に山地へ上る最後の平野でもあり、平野と山地の接点を意識し

たからではないだろうか。山地に上れば日田盆地まですぐである。遠賀川上流域と日田盆地が山地の交通路

を介して結びつく例は、沖出古墳の隣接地に築造された古墳時代後期初頭の次郎太郎古墳群から出土した須

恵質の壺形土器と同型式の壺が後期前葉の大分県日田市天満2 号墳でも多数出土しており、後期前半に遠賀

川上流域から内陸の日田盆地に至る交通路が機能していたことを物語る。 

さらに沖出古墳の舟形石棺が大分県大野川の上流域の標高500m をこえる菅生台地上（阿蘇外輪山の裾野

である）の古墳に使用された石棺の祖型になったとすれば、日田盆地から天ヶ瀬を抜けて久住あるいは小国

を抜けて大分県竹田市に至る山上の陸路を通じて伝わったことは容易に想像できる。この道はさらに宮崎県

高千穂に通じ、そこから五ヶ瀬川を下ると宮崎県北部の延岡地方につながっている。 

この九州の脊梁を南北に通じる山上の道は、沖出古墳の立地する遠賀川ルートからのみならず、豊前の山

国川上流域、福岡県の筑後川の上流域、熊本県の阿蘇白川の上流域、大分県大野川の上流域からもアクセス

可能である。そのため類似する立地をとる古墳群が存在する。筑後川上流域のうきは市若宮古墳群、阿蘇の

中通古墳群、竹田市の七ツ森古墳群である。いずれも河川交通と山岳交通の結節点に築造された首長墳で、

山岳交通路の発起点となりうる場所に古墳群が展開している。 

このように沖出古墳の首長は、九州の山岳地と玄界灘をつなぐ交通の結節点に存在する首長であって、前

期末から中期初頭の時期にこの山岳のルートに連結する使命の重要性が生じ、その果たす役割の大きさゆえ

に倭王権より協力のもと大型古墳の築造を許されたと考えられる。 

 

 なお大分の刳抜式石棺については井大樹氏（大分県教育庁文化課）に教示を得た。 
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〇 用語解説 〇 

朝顔形円筒埴輪（あさがおがたえんとうはに

わ） 筒状の器台の上に壺をのせた形を一体的

に表している土製品で、口の部分が朝顔の花

のように開いていることからこのような名称が付

いている。朝顔形埴輪とも略称する。 

 

網代文様(あじろもんよう) 細く裂いた竹・ヒノ

キ材やヨシなどを手織り風に編んだもので、家

形埴輪の屋根や壁などにこの模様の表現がみ

られる。 

 

腕輪形石製品(うでわがたせきせいひん) 貝

製腕輪をかたどった古墳時代の石製品の総称。

形状の違いから３種類あり、それぞれ鍬形石（く

わがたいし）、車輪石（しゃりんせき）、石釧（いし

くしろ）と呼ばれている。 

 

沖ノ島（おきのしま） 宗像大社の神領で、玄

界灘に浮かぶ孤島。古墳時代には古墳の副葬

品と同様の貴重な品々が奉納されている。 

 

器財埴輪（きざいはにわ） 古墳に立て並べ

られる武器・武具や威儀具の形をかたどった土

製品の総称。 

 

器種(きしゅ) 使う用途・形状によって土器な

どを区分するときに用いる。 

 

基壇(きだん) 墳丘の土台にあたる部分で、

固い地山を削り出して造成することが一般的。 

 

形象埴輪(けいしょうはにわ) 古墳に立て並

べる「家」、「船」、「盾」、動物、人物などをかた

どった土製品の総称。 

 

小型丸底土器(こがたまるぞこどき) 古墳の

祭祀などに用いられた素焼きの土器で、大きく

開く口と球形の胴、丸い底が特徴の土器。 

 

古墳時代(こふんじだい) 古墳時代は、前方

後円墳が造られた時代と定義されることも多くな

った。その場合、実年代では、3 世紀半ば前後

から 6 世紀末前後にあたる。 

 

三角縁神獣鏡（さんかくぶちしんじゅうきょう）

青銅製の鏡で縁の断面が三角形をなす。背に

は半肉彫りの神獣像が表現される。古墳時代

前期の主要な副葬品。 

 

朱(しゅ) 硫化第二水銀の実用名、水銀朱と

もいう。天然には辰砂として産出。 

 

首長墳（しゅちょうふん） ある一定の地域を

代表するリーダー、指導者、支配者等が埋葬さ

れたと推定される古墳に対して便宜上、用いる。 

 

準構造船(じゅんこうぞうせん) 丸木舟を船底

にして、側板などの船材を上部に組み合わせた

船体をもつ。主に海洋船に用いられた。 

 

前方後円墳（ぜんぽうこうえんふん） 古墳時

代を象徴する墳墓で大型のものは近畿に多い。

天皇陵の多くは前方後円形をなす。 

 

他界観念(たかいかんねん) あの世、死に対

する考え方、見解。 

 

高杯(たかつき) 長い脚をもつ土器。弥生時

代以降、壺、甕とともに主要な器種の一つ。 

 

高床式(たかゆかしき) 地面に柱を立て地面

より上に床を張った建物の型式の一つ。 

 

竪穴式石室(たてななしきせきしつ) 主に古

墳時代の前半期にみられる埋葬施設の一種。

埋葬が終わった時点で天井石を架けて封鎖し、

原則的に追葬ができない構造となっている。 
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〇 用語解説 〇 

段築（だんちく） 古墳を造るときは、斜面を

段々に構築し、斜面と斜面の間には、テラス（平

坦面）を設けることが多い。墳丘の規模や時期

によって段構築の在り方は変わる。 

 

単口縁（たんこうえん） 壺の口の部分の形状

を表す用語で、口が上方に向かってまっすぐに

開くもの。 

 

直弧文(ちょっこもん) 直線と弧線で構成され

る古墳時代の幾何学的な文様の一種。石棺、

埴輪、銅鏡などに描かれている。 

 

造り出し(つくりだし) 前方後円墳のくびれ

部に設けた半円形もしくは方形の突出した壇状

の施設。埴輪などを配置し祭祀空間として利用

されることもある。 

 

壺形埴輪(つぼがたはにわ) 壺を模した土製

品で底部は作られていない。この埴輪は、飲食

物を供献する行為を象徴するものと考えられて

いる。 

 

トレンチ 遺跡を発掘調査するときに内部

の様子を確かめるために掘る試掘溝。 

 

長持形石棺(ながもちがたせっかん) 古墳時

代の組合式石棺の一種。主に近畿の有力層の

古墳を中心に用いられた。 

 

二重口縁(にじゅうこうえん) 壺の口の部分の

形状を表す用語で、口の途中でいったん屈曲

して開いているもの。 

 

ハケメ調整(はけめちょうせい) 手で握れる

大きさの板材を用いて、焼成前の土器・埴輪な

どの表面を搔きならして器面を整える技法。 

 

 

箱形石棺(はこがたせっかん) 板石や扁平な

自然石を箱形に組合せた石の棺。 

 

普通円筒埴輪(ふつうえんとうはにわ) 古墳

の墳丘上に垣根のように立て並べる筒形の土

製品。古墳を外界と区画したり、荘厳化したりす

る役割がある。円筒埴輪とも略称する。 

 

舟形石棺(ふながたせっかん) 古墳時代のく

りぬき式石棺の一種。九州などの有力層の古

墳を中心に用いられた。 

 

碧玉（へきぎょく） 考古学では、緑色凝灰岩、

蛇紋岩、珪質頁岩など不透明で緑色ないし青

緑色の美しい石材を一括りで呼称している。 

 

辟邪(へきじゃ) にらみつけることで、悪霊・

邪悪・災厄を寄せつけないようにする魔除け。 

 

ベンガラ 黄赤色の顔料で、成分は酸化第

二鉄。朱より容易に調達することができる。 

 

帆立貝式古墳(ほたてがいしきこふん) 円墳

に造り出しが付設されている古墳で、全体の平

面形が帆立貝形となる。 

 

鉇（やりがんな） 木材を加工する鉄製工具

の一種で、斧や鎌などと共に、古墳へ副葬され

ることもある。 

 

横穴式石室(よこあなしきせきしつ) 古墳時

代の後半期に流行する埋葬施設の一種。羨道

と出入口を備えて追葬が可能な構造である。 

 

倭王権（わおうけん） 「ヤマト王権」、「ヤマト

政権」などと呼称されることもある。「倭（わ）」は

当時の「日本」の呼称。古墳時代においては、

現在の奈良・大阪に中心的な政体があった。 
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〜 メ モ 〜
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